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このたびは、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
ご使用の前に必ずこの説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。
　 　 　 　 　 （ こ の 説 明 書 は 、 必 ず 保 管 し て お い て く だ さ い 。 ） 　         

CH 形 ボ ック ス・ 横 長 タイプ  CH - Y A 取扱説明書

■使用上のご注意

次のような場所では使用しないでください。
故障の原因になります。
・ 高 温 、 高 湿 と な る場 所     
・ 可 燃 性 ガスの あ る場 所   
・ 塵 埃 や オイル ミストが 多 い 場 所   
・ノイズ、電界、磁界の強い場所
・水滴のかかる場所

注意
キャビネットを縦長（扉を右開き）に使用する場合は、ハンドル
の組替えが必要になります。振動などによりハンドルが回転し、
扉が開くおそれがあります。
ハンドルは確実に閉めてください。けがの原因になります。
蝶番ピン抜止め部品の「コーナーR」は蝶番ピンの溝部に確実に
取付けてください。扉が落下し、機器の故障やけがの原因になり
ます。

お客様にて塗装を行う場合は、必ずコーナーL・コーナーR・穴栓
などの樹脂部品やパッキンは取外してください。扉の落下やⅠP
性能の低下により、機器の故障やけがの原因になります。
使用するねじなどは指定されたものを使用してください。取付けの
際は、適正締付トルクにて締付けてください。締付が不十分な場合、
破損、落下、所定の IP性能が得られないなどの原因になります。
また、締付け過ぎの場合は、ねじ山を破損するおそれがあります。

本製品は屋内専用です。屋外では使用しないでください。
扉の上には物を載せないでください。扉が変形するおそれがあ
ります。
本製品を扉が上開きになるようには使用しないでください。
手を挟みけがの原因になります。

キャビネットの取付けは、十分な強度のある壁面に確実に固定
してください。キャビネットが落下し、機器の故障やけがの原因に
なります。
本製品は製造ラインの下など低い位置で使用してください。
高い位置で使用された場合は、扉を開ける際に手で支えること
ができず、けがの原因になります。
扉の開閉時は必ず扉に手を添えてください。手を添えていない
と勢いよく扉が開き、けがの原因になります。

コーナーR

蝶番ピン

溝部

ねじの呼び
M4
M5
M6

適正締付トルクN･m
1.5 ～ 2.5
1.8 ～ 2.9
2.9 ～ 4.4

■各部の名称

■扉の開け方

右回り 左回り

開

閉

＋ドライバー（呼び 2番）、－ドライバーなど
にてハンドルを 90°回転させてください。

ドアステ ー  

コーナーＬ

コーナーＲ

パッキン

±3点セムス
六角ボルトM6×12
（黄銅製）

接地端子

ハンドル

穴栓

鉄製基板

扉

ボデー

なお、　　　　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

注意
してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

●  お守りいただく内容を次の図記号で
  区 分 し て い ま す 。

　 施 工 、 使 用  （ 操 作 ・ 保 守 ・ 点 検 ）  の 前 に 必 ず こ の 説 明 書 と そ の 他 の 注 意 書 き をす べ て 熟 読 し 、 正 し く ご 使 用 く だ さ い 。 機 器 の 知 識 、
安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。この説明書では、安全注意事項のランクを「注意」として
表示してあります。

安全上のご注意

注意 回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険な状況
および物的損害のみの発生するおそれがある場合を示します。

・腐食性ガスのある場所
・振動、衝撃のある場所

ご注意　・汚れやケガキ線を拭き取る際は、やわらかい布で軽く拭いてください。
　　　　・汚れやケガキ線を拭き取る際は、目立たない場所で塗装面が傷まないことを確認してください。
　　　　　アルコールやベンジンなどの溶剤をご使用になると、塗装面が傷むおそれがあります。

ご注意
CH12-315YA にはドアステーはついていません。
製品ヨコ寸法＝400mmには右側に 1ヵ所ついています。
製品ヨコ寸法＝500、600mmには両側に 2ヵ所ついています。

名称
取扱説明書（本紙）
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仕様など、お断りなしに変更することがありますのでご了承ください。
また、ご不明な点がありましたら弊社お客様相談室にお問合わせください。
この説明書の内容は2017年2月現在のものです。
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お客様相談室／T E L（0 5 6 1）6 4 - 0 1 5 2

■取付方法

■ハンドルの組替方法

●扉の取付方法

●基板の取付方法

キャビネットを縦長（扉を右開き）に使用する場合は、以下の手順でハンドルの組替えを行ってください。
（左開きで使用する場合は組替不要です。）

図 1 図 2 図 3 図 4

1. ハンドル本体からシャフトを取出してください。
（図 7）
ご注意
ピンを落さないようにしてください。
2 . ピン を三 角 形 の 刻 印 の あ る穴 a（ 2 ヵ 所 ） か ら、   
　刻印のない穴 bへ入替えてください。（図 8）
3. ハンドルの－溝をヨコ向、止め金を①の位置で
　取付けてください。（図 9）
4. 取付け後は止め金を②の方向に動かして『カチ
　カチ』と音がすることを確認してください。（図9）

キャビネットサイズによって、対角２ヵ所止めと4ヵ所止めがあります。
・ CH 1 2 - 3 1 5 Y A         ‥ ‥ 対 角 2 ヵ 所 止 め
・ 上 記 以 外 の 製 品   ‥ ‥ 4 ヵ 所 止 め

基板取付金具

鉄製基板

＋薄頭ねじＭ6×11

キャビネットを設置する際は下表のスペースを確保してください。

Ｄ

H

〈取付例 1〉 〈取付例 2〉

Ｄ
Ｄ1

H

溝部
蝶番ピン

ドアステーコーナーR コーナーR

コーナーR

　扉

ステーガイド

＋トラスタイトねじM4×5

ワッシャー

蝶番ピン

扉

ボデー
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ハンドル

扉（裏面）

止め金

パッキン

扉（表面）

穴 a

穴 b穴 b

穴 a

刻印

刻印

ピン（２コ）

ピン拡大図

シャフト

ハンドル本体

1.リングばねはハンドルと止め金との間に入れてください。（図 5）
2. ハンドルの－溝をヨコ向、止め金を①  の位置で取付けてください。（図 6）
3. 取付後は止め金を②の方向に動かして『カチカチ』と音がすることを確認してください。（図 6）

●ハンドルの取付方法

図 5

止め金

ハンドル

扉

＋TP ねじM5×5

＋Pタイトバインド
ねじM5×12

ホルダー

リングばね

図 6

扉（裏面）

止め金

パッキン

ハンドル

扉（表面）

ボデー

1. 扉とボデーの蝶番を合わせ、蝶番ピンを差込んでください。
2.コーナー Rを（図 1、2）の位置でボデーコーナー部に押込み、取付けてください。
コーナーRが蝶番ピン溝部にはまっていることを確認してください。（図 3）
3.ドアステーを扉とボデーへ取付けてください。（図 4）

製品寸法（mm）
フカサ タテ

150
200
250
300
200
250
300

120

160

約 115°
α

35以上

約 95° 30以上

D1 H※

（250）
（260）
（315）
（370）
（260）
（315）
（370）

（260）
（310）
（360）
（410）
（350）
（400）
（450）

D
必要スペース（mm）開閉角度

※扉を開けた際に、扉と床面などに手を挟込まないように、
     H 寸 法 以 上 の スペ ー スを確 保 し て く だ さ い 。

①

②

①

②

●キャビネットの取付方法


